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１．はじめに 

近年，一部の重交通下のＵリブ鋼床版で発生してい

るデッキ貫通き裂（Ｕリブとデッキプレート間の溶接

のルート部を起点にデッキプレートの板厚方向に進展

する疲労き裂）は，構造的にＵリブと横リブの交差部

（以下，交差部）に発生しやすいことが明らかにされ

ている例えば 1)，2)．輪荷重の作用でＵリブ腹板間のデッ

キプレートが局部的にたわむとき，たわみ変形の支点

となる前記溶接ルート部に応力集中が生じるが，交差

部ではＵリブの変位と断面変形を横リブ腹板が拘束す

るため，この応力集中が周囲に比べて突出して高くな

ることが原因である．したがって，デッキ貫通き裂耐

性の向上を図る場合，交差部がクリティカルになる．

根本対策はデッキプレートの面外剛性を高めて輪荷重

作用によるたわみを低減することであり，デッキプレ

ートの増厚はその一形態である． 

本稿では，交差部のデッキプレートの面外剛性を効

率よく高める方法として，Ｕリブ内部の空間に縦リブ

（以下，内蔵リブ）を追加する構造を考え，その効果

をFEM解析で検証した結果を報告する． 

２．内蔵リブ追加構造 

内蔵リブ追加構造の概念図を図-1に示す．内蔵リブ

はデッキプレートに溶接で接合し，デッキプレート以

外の部材とは接触しない． 

３．FEM解析による内蔵リブ追加構造の効果検証 

3.1 解析モデルと解析条件 

内蔵リブ追加構造の効果を静的弾性FEM解析によっ

て検証した．使用プログラムはMIDAS FEA Ver.330 で

ある．解析モデルと解析条件を図-2に示す．解析モデ

ルは全てソリッド要素で構成した． 

内蔵リブは，断面をバルブリブ 200×10，長さ L を

横リブ前後で等長とし，デッキプレート厚12 mm では

L=100 mm から 1200 mm までの９ケース，デッキプレー

ト厚16 mmでは L=1000 mmの１ケースを設定した． 

溶接ビードはＵリブとデッキプレート間の溶接のみ

75 %溶込みとしてモデル化し，その他の溶接ビードは

モデル化を省略した． 

3.2 解析結果 

FEM 解析で得られた変形図と相当ひずみのコンター

図を図-3に示す．最も応力集中の高い横リブ位置の溶

接ルート部に着目し，内蔵リブ追加構造の効果を相当

ひずみで評価した．内蔵リブ長さL=1000 mm の場合，

デッキプレート厚12 mm，16 mmともに従来構造と比較
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図-2 FEM 解析モデル 

図-1 内蔵リブ追加構造 
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して相当ひずみが 40 %程度低減している（表-1）．デ

ッキプレート厚12 mmの場合，疲労寿命では約5.7倍

（1/0.563≒5.69）の向上に相当する． 

内蔵リブ長さと着目部の相当ひずみの関係を図-4

に示す．内蔵リブが長いほど着目部の相当ひずみは低

減する．今回設定した内蔵リブ断面の場合，デッキプ

レート厚12 mmで長さ600 mm以上の内蔵リブを追加し

たケースで，デッキプレート厚16 mm の従来構造より

も着目部の相当ひずみが小さくなっている． 

４．まとめ 

 鋼床版のＵリブ横リブ交差部に発生するデッキ貫通

き裂抑制対策として，交差部のＵリブ内部の空間に縦

リブを追加する構造の効果をFEM解析によって検証し

た．追加するリブ断面と設置範囲の設定次第で交差部

のＵリブとデッキプレート間の溶接のルート部の応力

集中を低減でき，デッキ貫通き裂耐性の向上が図れる． 

追加するリブの端部形状の検討，およびリブ取付溶

接部の疲労耐久性の検証が今後の課題である． 
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内蔵リブ追加 従来構造

表-1 着目部の相当ひずみ 

図-3 FEM解析による変形図と相当ひずみのコンター図 

図-4 内蔵リブ長さと着目部の相当ひずみの関係
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着目部の相当ひずみ

内蔵リブ追加（デッキプレート厚12mm）

従来構造（デッキプレート厚12mm）

従来構造（デッキプレート厚16mm）

デッキ
プレート厚

mm 従来構造 内蔵リブ（※）追加
12 1838 1036

(1.00) (0.56)
16 1213 763

(0.66) (0.42)
<1.00> <0.63>

着目部の相当ひずみ ×10-6

（ (　)内，<　>内は比率を示す）

(※断面：バルブリブ 200×10，長さL=1000 mm）
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